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本研究の目的

背景
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CuSCN正孔輸送層を用いた
ペロブスカイト太陽電池の特性評価
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ペロブスカイト太陽電池(Perovskite Solar Cell)

○エネルギー変換効率が高い(25.5％) [1]

○塗布法で容易に作製が可能(低コスト)

×正孔輸送材
spiro-OMeTAD 高価・低耐久
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実験方法

正孔輸送層スピンコート

Au蒸着

IV測定(作製日～13日後)
※常温・RH～20％保管

時間経過により、エネルギー変換効率向上

時間経過により、エネルギー変換効率低下

主にFFの低下が原因

主にFFの向上が要因

水分吸収による劣化

エイジングによる層の平滑化
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○低コスト

○無機化合物のため、高耐久

spiro-OMeTAD正孔輸送層ペロブスカイト太陽電池と比較し

代替となる正孔輸送材料が求められている

CuSCN (チオシアン酸銅) [2] を

CuSCNを正孔輸送層としてペロブスカイト

時間経過によりエネルギー変換効率が向上し、

耐久性が高くなった。

CuSCN正孔輸送層ペロブスカイト太陽電池は、

(今後、添加剤等で変換効率の改善予定)

spiro-OMeTADの代替材料として検討した

太陽電池に導入し性能・耐久性を評価した
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